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　新年明けましておめでとうございます。

　輝かしい令和６年の新春を迎え、謹んでお慶び

を申し上げます。

　平素から、山梨県消防設備協会の事業全般にわ

たり、山梨県及び県下各消防本部並びに関係諸団

体の皆様からの各種事業の推進に深いご理解とご

支援ご協力を賜り、心から、厚くお礼申し上げます。

　さて、国の新型コロナウイルス感染症対策本部

の「基本的対処方針」（令和５年２月１０日変更）

に基づき、令和５年３月１３日から、マスクの着

用にあっては、個人の判断に委ねられました。

　また、新型コロナの感染症法上の位置づけにつ

いては、５月８日から「２類相当」から季節性イ

ンフルエンザなどと同じ「５類」に移行する方針

が決定いたしました。このようなことから、今後、

当協会の講習会等の事業につきましても様々な対

応を検討していかなければならないと考えます。

　この間の新型コロナウイルス感染症に関係する

すべての皆様の献身的なご尽力に対し、心より敬

意と感謝を申し上げます。

　消防用設備に携わる者として、火災による被害

を軽減するため、消防用設備等の法定点検や適正

な機能の確保に努め、災害に強いインフラの整備

や災害発生後の早期復旧策等社会全体をしっかり

と支え続けていくことが社会的使命であり、将来

の防災行政の姿を見据えた課題を解決する役割を

一層発揮していかなければならないと考えており

ます。

　特に、法定点検については、有事の際、確実に

機能させるためにも、消防設備士の点検業務に対

する責任を明確にするとともに、その信頼性の証

として、「点検済ラベル」の貼付についても引き続

き推奨して参ります。

　当協会は、消防設備士及び消防設備点検資格者

等に対し、常に新しい知識、技術を習得するため

の研修会等の開催をはじめ、「消防用設備等点検済

表示制度」に基づく点検推進指導員による「調査

確認業務」、防火管理者をサポートする消防用設備

等の「点検業務立会制度」の実施など、一層の充

実強化を図り、安全・安心な地域づくりに取り組

んで参る所存であります。

　また、皆様の期待に応えていくためにも、最新

の消防行政の情報収集と技術の研鑽に励み、積極

的に事業の推進を図り、協会会員一人ひとりが鋭

意努力し、さらなる信頼の確保に向けて、関係機

関と連携を図り、社会公共の安全保持に全力を尽

くす所存でありますので、より一層のご指導ご鞭

撻をお願い申し上げます。

　結びに、各関係機関の皆様にとりまして、本年

が輝かしい年になりますよう、ますますのご発展

とご健勝を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせ

ていただきます。

一般社団法人山梨県消防設備協会
会　長　齊　藤　鉄　也
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　令和６年の新春を迎えるに当たり、一般社団法人

山梨県消防設備協会の皆様に謹んで新年のお慶び

を申し上げます。

　会員の皆様には、日頃より本県の消防防災行政の

推進に格別の御理解と御協力を賜り、心より感謝申

し上げます。

　さて、消防庁が昨年１１月に公表した令和４年に

おける全国の火災の状況によりますと、人口１万人

当たりの出火件数を表す本県の出火率は３．８１件

と全国平均の２．８８件を上回る状況にあり、建物

火災が総出火件数の４５％を占めていることから、

建物火災の防止に取り組むことが重要であります。

　また、近年、全国各地で大規模な自然災害が発生

し被害が甚大化する中、消防用設備の非常電源と

して蓄電池や専用受電設備等を用いている場合に

あっては、長時間停電することにより消防用設備等

が作動しないことが懸念されます。こうした事態に

備え、自動消火設備の手動による放出操作手順を確

認しておくなどの対応が必要となってきます。

　火災から県民の生命と財産を守る消防用設備等

は、常にその機能を維持し、非常時には消防用設備

等の機能が十分発揮される必要があります。皆様に

は、日頃より培った知識や技術を活用して消防用設

備等の点検を行っていただき、引き続き消防用設備

等の適切な設置や維持管理、また、所有者への啓発

などにも御協力いただけますようお願いいたしま

す。

　さて、今年の干支は甲辰（きのえ たつ）であり

ます。甲辰（きのえ たつ）は、「芽吹きの年、活気

あふれ力がみなぎる年」となると言われています。

皆様には、龍の如く猛々しく、飛躍の年となるよう

ご期待申し上げます。

　結びに、一般社団法人山梨県消防設備協会の益々

の御発展と会員の皆様の御健勝を御祈念申し上げ、

年頭の御挨拶とさせていただきます。

　令和６年の輝かしい新春を迎え、一般社団法人山

梨県消防設備協会の皆様方におかれましては、健や

かに新年を迎えられたことと、心よりお慶び申し上

げます。

　また、平素より消防行政の推進に格別のご支援と

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年は、全国的にＰＳＥ（電気用品安全法）

マークのないモバイルバッテリー等による火災が

増加する中で、神奈川県厚木市の遊興施設の立体駐

車場において、１５２台もの車両を焼損した過去最

大といわれる駐車場火災が発生し、社会的にも大き

な影響を与える事案となりました。

　この火災では、駐車していた車両が密集状態で

あったこと、構造的に空気が供給されやすい環境

だったこと、車両に使用される製品やパーツの素材

が多様化していることなど、複数の要因が指摘され

ています。

　山梨県内においても、このような駐車場施設は多

数存在していることから、各消防本部においては、

類似施設の確認や防火対策を徹底するなど、注意喚

起を行ったところであります。

　山梨県消防長会といたしましても、同様の火災を

防止するため、本事例も含めた普及啓発はもとよ

り、重大な消防法令違反のある防火対象物への是正

指導など、会員の皆様方とともに相互連携を図る中

で、地域住民の安全確保に取り組んでまいりますの

で、尚一層のご支援とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

　結びに、一般社団法人山梨県消防設備協会の益々

のご発展と、会員の皆様方のご健勝を祈念いたしま

して、年頭の挨拶とさせていただきます。

山 梨 県 消 防 長 会 会 長
甲府地区広域行政事務組合
消 防 長　 坂 本 竜 也

山梨県防災局消防保安課
課　 長　 望 月 勝 一
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令和５年秋の叙勲

当協会  柏木 忠邦 副会長 「旭日双光章」受章

　令和５年秋の叙勲伝達式（消防関係）が、11 月 9 日（木）午後 12 時 30 分から東京都千代

田区ホテルグランドアーク半蔵門において開催され、永年にわたり消防設備協会の発展と火

災予防の普及に尽力された功績により、当協会　副会長　柏木　忠邦氏（株式会社柏木電工

　代表取締役会長）が旭日双光章を受章されました。式典後、皇居に配偶者とともに参内し、

天皇陛下の拝謁を賜りお言葉を頂きました。

　当協会の活動にあたっては、平成 14 年から理事、平成 20 年からは副会長として協会の運

営に積極的に取り組み、協会の組織力の強化と事業拡充等に多大な貢献をされています。

　この度の栄えあるご受章を、協会員一同、心からお祝い申し上げますとともに、今後の益々

のご活躍をお祈り申し上げます。

皇居にて秋の叙勲受章者・配偶者 柏木忠邦 様
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消 防 庁 長 官 表 彰

一般財団法人日本消防設備安全センター理事長表彰

　令和 5年度消防設備関係功労者等表彰式が、11 月 2 日（木）東京都港区元赤坂の明治記念
館において開催され、永年協会の業務に貢献し、消防用設備等の設置や維持管理の適正化の
推進に尽力され、防火対象物の関係者に対し保守点検の重要性を啓発し、防火意識の高揚に
努めた功績により、次の方々が受賞されました。

令和５年１１月２日　令和５年度消防設備保守関係功労者表彰　於　明治記念館

表彰式会場

西川　一徳 様

丸山　初 様

望月　英介 様

小池　春記 様

祝賀会

消防設備保守関係功労者

消防設備保守関係者

消防用設備等点検済表示制度推進優良事業所

丸山　初 様（第一防災設備工業株式会社　代表取締役）

小池　春記 様（株式会社富士五湖防災　代表取締役）
望月　英介 様（一般社団法人山梨県消防設備協会　常務理事兼事務局長）

穴水株式会社
（代表取締役　西川一徳）

消防庁長官  原　邦彰 様 丸山　初 様
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●4月21日(金)　令和４年度決算監査
　令和４年度収入支出決算監査が、協会会議室において雨宮一三監事、柿島義大監事、小林正幸監事によって行われ、

会長及び事務局長以下職員が諸帳簿を提出して監査を受けた。

●5月26日(金)　第11回通常総会開催
　令和５年度通常総会を山梨県電気会館において開催し、令和４年度事業報告並びに令和５年度事業計画及び収支予算

書について報告、令和４年度貸借対照表及び正味財産増減計算書について審議され、原案とおり承認された。新型コロ

ナウィルス感染症法上、２類相当の扱いから５類に位置付ける決定がされたが、本年も昨年と同様、出席者を当協会役

員とし、例年開催していた懇親会は中止とした。

令和５年中の主要事業

●�2月2日(木)・3日(金)　甲乙同時防火管理講習実施
　会場：山梨県自治会館

甲乙同時防火管理講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 61 5 56

乙　種 22 9 13
甲乙同時防火管理講習

●�3月1日(水)・2日(木)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 70 11 59

甲種防火管理新規講習

●�4月25日(火)・26日(水)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 77 12 65

甲種防火管理新規講習

●�5月23日(火)・24日(水)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 73 12 61

甲種防火管理新規講習
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　令和５年度山梨県知事表彰を、株式会社滝田電気商会　代表取締役　滝田久様が受賞し、一般社団法人山梨県消防設

備協会会長表彰の功労表彰に小野勝正様(有限会社山梨電気商会　代表取締役）、井出隆様(井出電気株式会社　代表取締

役）、柏俊樹様(雨宮工業株式会社　代表取締役）、伊藤恵様(有限会社山梨消防防災センター　取締役）、広瀬郁夫様(広

瀬電設　代表者）、広瀬千秋様(有限会社日東防災設備　代表取締役）、望月英介様(一般社団法人山梨県消防設備協会　

常務理事事務局長）が受賞した。また、優良保守点検事業者表彰には小俣一雄様(有限会社フジヨシ　取締役）、小林正

幸様(有限会社小林電気工業　代表取締役)が受賞した。

●6月22日（木）関東甲信越地区消防設備協会連絡協議会総会
　第46回関東甲信越地区消防設備協会連絡協議会総会が東京都の「浅草ビューホテル」において開催され、令和４年度事

業報告及び決算報告、令和5年度事業計画(案)及び収支予算(案)等について原案のとおり承認又は議決した。

会長表彰　井出 隆 様 会長表彰　広瀬郁夫 様

齊藤会長あいさつ 会長表彰　小野勝正 様（代理）総会の様子 山梨県知事表彰　滝田 久 様

会長表彰　柏 俊樹 様 会長表彰　伊藤 恵 様

会長表彰　広瀬千秋 様 会長表彰　望月英介 様会長表彰　小俣一雄 様 会長表彰　小林正幸 様

●�6月13日(火)　実務者研修会開催
　会場：山梨県自治会館

　(一財)日本消防設備安全センター助成事業の研修会と

して、消防用設備等の保守点検の強化及び適正化を図る

ため、総務省消防庁予防課　総務事務官　原口 豪様を講

師に迎え、「予防行政の動向について」の講演が行われた。

　また、「消火器の点検要領」と題し、一般社団法人日本

消火器工業会所属の沼中 一様の講演も行われた。

事業所53名、消防関係機関36名　計89名 実務者研修会

●�6月14日(水)・15日(木)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県自治会館

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 121 13 108

甲種防火管理新規講習
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※消防設備士試験は下記のとおり。

試験日：第１回：令和５年８月20日(日)

　　　  第２回：令和６年２月４日(日)

会　場：山梨県地場産業センター

●7月20日（木)・21日(金) ・28日(金)　消防設備士試験準備講習実施
　会場：山梨県電気会館

消防設備士試験準備講習受講状況

試験準備受講者数

受講申請者 欠席者 受講者

甲、乙種第 1 類 6 0 6

甲、乙種第 4 類 5 0 5

乙 種 第 6 類 1 0 1

合　計 12 0 12

●�6月28日(水)・29日(木)　消防設備点検資格者再講習(第1種・第2種)実施
　会場：山梨県立男女共同参画推進センター (ぴゅあ総合)

消防設備点検資格者再講習受講状況

再講習実施区分 第 1 種 第 2 種 合計

受講申請者数 81 67 148

欠席者数 1 2 3

再講習修了証明済者数 80 65 145 消防設備点検資格者再講習

消防設備士試験準備講習

●�7月13日(木)・14日(金)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県立男女共同参画推進センター (ぴゅあ総合)

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 80 9 71

甲種防火管理新規講習

●�7月19日(水)　防火管理再講習実施
　会場：山梨県電気会館

防火管理再講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

防火（再） 39 0 39

防火管理再講習
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消防設備士法定（義務）講習受講状況

講習区分 受講申請者 欠席者 受講者

消火設備 58 2 56

警報設備 152 0 152

避難設備・消火器 79 1 78

合計 289 3 286

●�9月7日(木)・8日(金)・11日(月）・12日(火)　消防設備士法定(義務)講習実施
　会場：山梨県自治会館

消防設備士法定（義務）講習

●�8月23日(水）・24日(木)　甲乙同時防火管理講習実施
　会場：山梨県自治会館

甲乙同時防火管理講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 93 13 80

乙　種 35 5 30
甲乙同時防火管理講習

●8月27日(日)　上野原市防災フェスタ参加
　上野原市の初の試みとして、市民の自助及び共助力の啓発と向上を目的として同市役所敷地内を会場に実施され、当

協会から事務局職員２名が参加して、消防防災機器の展示啓発活動を行った。

防災管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

防災管理 80 8 72

●�9月6日(水)　防災管理新規講習
　会場：山梨県自治会館

防災管理新規講習
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●�11月19日(日)　令和5年度県民の日記念行事　消防防災・警察広場出展
　甲府小瀬スポーツ公園において開催された第36回県民の日記念行事に、当協会から事務局職員４名が参加し家庭用消

防防災機器や防災用品等の展示と共に住宅用火災警報器の啓発活動を行った。

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 80 11 69

●�10月19日(木)・20日(金)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県立男女共同参画推進センター (ぴゅあ総合)

甲種防火管理新規講習

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 69 16 53

●�9月28日(木)・29日(金)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：大月市民会館

甲種防火管理新規講習

消防設備点検資格者講習受講状況

種　別 受講申請者 欠席者 受講者

第１種 33 1 32

第２種 26 0 26

●�10月3日(火) ～ 5日(木)　　  消防設備点検資格者講習(第1種)実施
●11月28日(火) ～ 30日(木)　消防設備点検資格者講習(第2種)実施
　会場：山梨県電気会館

消防設備点検資格者講習

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 75 11 64

●�11月7日(火)・8日(水)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県立男女共同参画推進センター (ぴゅあ総合)

甲種防火管理新規講習
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●�11月26日(日)　令和5年度山梨県地震防災訓練参加
　令和５年度山梨県地震防災訓練が、昭和町押原中学校グラウンドをメイン会場として付近一帯で実施され、当協会か

ら事務局職員２名が参加して、消防防災機器の展示啓発活動を行った。

講義 実技

●�11月27日(月)　普通救命講習実施
　会場：山梨県電気会館

　甲府地区消防本部救急救助課 消防救急指導員による応急手当ての重要性についての講義の他、心肺蘇生法及びＡＥＤ

の実技が行われ受講者19名全員に修了証が授与された。

山梨県地震防災訓練展示啓発活動

地震防災訓練の様子

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 129 17 112

甲種防火管理新規講習

●�12月18日(月)・19日(火)　甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県自治会館
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会員だより
私たちは、電気工事・情報通信・空調設備・防災設備

リニューアル工事の総合設備企業です。

電気が・未来を灯す。

安全と安心求めて

当社は、関東電気工事 ( 現関電工）谷村出張所と
して委託され昭和 22 年に創業、当時、無灯地域
に、荷車、自転車でコールタール入り電柱や材料
を積み電気を供給して、現在まで電気設備の多様
化するニーズに対し、より良いサービスと技術を
提供し、社会とともに成長して参りました。今後
はＳＤＧｓをはじめとする社会課題の解決に、新
しい発想と新しい価値観でイノベーションに取り
組み、技能向上や情報化への目的と企画・設計・
施工・保守に誠実で信頼性の高い総合電気設備を
提供し社会の永続的発展に貢献してまいります。
皆様の一層の御支援を賜りますよう、お願い申し
上げます。

現在、住宅火災による死者数が毎年 1000 人を超
えています。火災の予防、消火など、施設への設
置、定期検査は法令で定められております。また
消防法、市条例によりすべての住宅に火災から、
いのちを守る住宅火災警報器の設置が義務付けら
れています。当社では都留市消防署と市内の独居
老人の住宅火災診断を行い、住民に安全安心な信
頼性の高い総合電気設備提を堤供をしています。

株式会社　柏木電工 〒402－0056　山梨県都留市つる1丁目14番14号
TEL 0554-43-0221/FAX0554-43-0503
https://www.kashiwagi-denko.com E-mail　kasiwagi@peach.ocn.ne.jp

 設立1947年1月1日（創立76年）



− 16 −

消 防 設 備 会 報令和６年１月１日発行 第６９号



− 17 −

消 防 設 備 会 報 令和６年１月１日発行第６９号



消防用設備等全般〈設計・施工・保守点検・販売〉

代表取締役 雨　宮　一　三

株式会社  小 瀬 防 災 設 備

〒400-0853

E-mail

山梨県甲府市下小河原町４１－１
ＴＥＬ ０５５－２４２－８００６
ＦＡＸ ０５５－２４１－７７６５
携  帯 ０９０－８８５２－２５７３
kose-bousai@castle.ocn.ne.jp
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〒405-0077

サン防災株式会社

山梨県笛吹市一宮町坪井1005
T E L（ 0 5 5 3）4 7 - 2 1 0 8㈹
FAX（0 5 5 3）4 7 - 3 0 2 2

能美防災株式会社山梨県代理店

Planning

Design

Print

あなたに一番近い企業です

URL:https://kyonandoprint.co.jp/   E-mail:sales@kyonando.co.jp

〒400-0043  山梨県甲府市国母 4−19−30

パンフレット・カタログ・封筒・会社案内・ポスター・チラシ・情報誌・名刺

書籍・改ざん防止用紙・各種マニュアル・帳票類・ホームページ・動画　etc

仮移転先
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避
難
・
消
火
器

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習
[
第
1
類
・
第
4
類
・
第
6
類
］

7
月
下
旬

6
月

ぴ
ゅ
あ
総
合

点
検
実
務
者
研
修
会

6
月
上
旬

5
月

山
梨
県
自
治
会
館
1
F
講
堂

消
防
用
設
備
等
セ
ミ
ナ
ー

8
月
下
旬

7
月

普
通
救
命
講
習

1
0
月
下
旬

1
0
月

山
梨
県
電
気
会
館
2
F
大
研
修
室

消
防
設
備
士
試
験

8
月
・
令
和
７
年
2
月
（
予
定
）

未
定

未
定

（
一
財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部
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ラベルは、全国統一デザインで 安全と信頼 の証です。

消火器設備

ラベルは、全国統一デザインで 安全と信頼 の証です。

点 検 済 票

見　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

補助ラベル

消火器以外用

消防用設備等を設置したとき 消火器の薬剤の詰替えをしたとき 点検した結果不良の消防用設備等

ホース耐圧試験済証（漏水なし） 連結送水管耐圧試験済証（漏水なし） ホース耐圧試験済証（漏水あり）

消火器用
補助点検済票
（発信機用）

消防用設備の安全チェックはこのラベルで！！

一般社団法人
〒400-0851　甲府市住吉１丁目１-１１
TEL.055-223-0119  FAX.055-223-0124

山梨県消防設備協会

消防用施設等保守業者賠償責任保険加入済
点　検
種　別

点 　 検
年 月 日
次 回 点
検 年 月
発　行
番　号

点検事業者

点  検  済  証

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　　月　　　日

機器点検・総合点検

年　　　月

点　検
年月日
次回点
検年月

点検業者

ホース耐圧試験済証

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　月　　日

根元側　筒先側

年　　月

点　検
年月日
次回点
検年月

点検業者

耐圧試験済証連　結
送水管

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　月　　日

年　　月

見　　本

消防用施設等保守業者賠償責任保険加入済
点　検
種　別

点 　 検
年 月 日
次 回 点
検 年 月
発　行
番　号

点検事業者

点  検  済  証

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　　月　　　日

機　　器　　点　　検

年　　　月


